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9月
定例会

令
和
６
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
９
月
27
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
は
、
市
長
か
ら
令
和
５
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
や
補
正
予
算
な
ど

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議
員
提
出
議
案
（
発
議
）
が
５
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

令和５年度決算
一般会計は歳入・歳出とも増加

一
般
会
計

土木費
31億4,723万円

11.8%
商工費

4億3,195万円
1.6%

消防費
10億9,805万円

4.1%

農林水産業費
6億2,726万円

2.3%

教育費
26億8,456万円

10.0%

衛生費
27億9,639万円

10.5%

公債費
32億2,090万円

12.1%
災害復旧費
5億5,185万円

2.1%

民生費
93億8,368万円

35.1%

総務費
25億5,247万円

9.5%

校舎等長寿命化事業や適正配置推進事業などによる教育費の増加、昨年6 
月の豪雨により被害を受けた道路や河川、農業用施設等の復旧のための災
害復旧費の増加などにより、2.7%の増加となりました。

歳出
2.7％増

市民税・固定資産税などの市税、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付
金などの国庫支出金、ふるさと海南応援寄附金の増加などにより、3.3%
の増加となりました。

歳入
3.3％増

歳入合計│278億9,839万円

歳出合計│267億2,675万円

市税
68億7,344万円

24.6%

繰越金
5億6,810万円

2.0%

寄附金
11億1,362万円

4.0%

【自主財源】
99億4,719万円

35.7％【依存財源】
179億5,119万円

64.3％

地方交付税
71億1,732万円

25.5%

国庫支出金
49億321万円
17.6%

その他（依存財源）
4億2,625万円

1.5%

県支出金
17億3,163万円

6.2%

地方消費税交付金
11億8,408万円

4.2%

市債
25億8,870万円

9.3%

その他（自主財源）
13億9,203万円

5.0%

議会費
2億3,242万円

0.9%
【その他の内訳（依存財源）】
地方譲与税.................................1億7,215万円
法人事業税交付金............................ 7,898万円
配当割交付金................................... 5,467万円
株式等譲渡所得割交付金................ 5,466万円
地方特例交付金............................... 4,077万円
環境性能割交付金............................ 1,639万円
交通安全対策特別交付金....................353万円
利子割交付金.......................................274万円
ゴルフ場利用税交付金..........................236万円

【その他の内訳（自主財源）】
使用料及び手数料......................2億9,038万円
繰入金.........................................2億3,106万円
分担金及び負担金............................ 9,339万円
財産収入........................................... 7,637万円
諸収入...............................................7億83万円
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企業会計の
収支について

●収益的収支…
「損益計算書」ともい
い、一会計年度の経
営成績を把握するも
の。一般的に黒字、赤
字といわれるのは、こ
の収支による。収入
には一般会計からの
繰入金も含まれる。
●資本的収支…
建設改良費や企業債
償還金などの支出と
企業債収入や出資金
等の収入による、経
営活動外の資本の増
減に係る収支。

特別会計の決算額
会計名 歳  入 歳  出 差 引

国 民 健 康 保 険 特別.
会計 58億473万円 57億4,739万円 5,734万円

後 期 高 齢 者 医 療 特別.
会計 17億5,397万円 17億5,263万円 134万円

介 護 保 険 特別.
会計 66億2,949万円 65億7,101万円 5,848万円

赤坂地区排水処理事業 特別.
会計 1,780万円 1,716万円 64万円

つつじケ丘地区排水処理事業 特別.
会計 1,744万円 1,559万円 185万円

同和対策住宅資金貸付事業 特別.
会計 1億5,262万円 1億5,262万円 0万円

港 湾 施 設 事 業 特別.
会計 2,012万円 1,720万円 292万円

企業会計の決算額
会計名 収 入 支 出 差 引

水 道 事 業 会計

収益的収入 収益的支出
11億2,550万円 9億7,053万円 1億5,497万円
資本的収入 資本的支出
14億3,784万円 18億5,872万円 △4億2,088万円

病 院 事 業 会計

収益的収入 収益的支出
40億2,038万円 40億7,633万円 △5,594万円
資本的収入 資本的支出

2億5,678万円 4億343万円 △1億4,665万円

一般会計

市税 市民税、固定資産税など 14万6千円

寄附金 ふるさと納税や一般からの寄
付など 2万4千円

繰越金 前年度から持ち越されたお金 1万2千円

地方交付税 自治体間の収入格差是正の
ため国から交付されるお金 15万2千円

国庫支出金 使途を限定し国から交付され
るお金 10万4千円

市債 財務省・銀行等からの長期借
入金 5万5千円

県支出金 使途を限定し県から交付され
るお金 3万7千円

地方消費税交付金 地方消費税の市へ交付される
お金 2万5千円

その他 繰越金、手数料、地方譲与税
など 3万9千円

議会費 議員の報酬や市議会の運営
など 5千円

総務費 企画や財務、徴税など 5万4千円

民生費 障害者や高齢者の福祉など 20万円

衛生費 感染症予防やごみ処理など 6万円

農林水産業費 農林水産業の振興費 1万3千円

商工費 商工業の振興費 9千円

土木費 道路・河川、市営住宅など 6万7千円

消防費 消火・救急、火災予防など 2万3千円

教育費 学校、生涯学習、文化など 5万7千円

災害復旧費 被災箇所の復旧費 1万2千円

公債費 市債の償還元金や利子など 6万9千円

市民１人当たりの状況は？
入ったお金　59万4千円（Ａ） 使ったお金　56万9千円（Ｂ）

貯金と借金はいくら？
貯金（基金）残高　7万9千円（総額 37億1058万円）
借金（市債）残高　70万7千円（総額 331億8394万円）

次年度に使うため繰り越すお金
2千円（総額 1億17万円）（Ｃ）
実質収支額 2万3千円（総額 10億7147万円）（Ａ－Ｂ－Ｃ）
【令和6年３月末人口4万6,957人で算出】

※決算額は端数処理をしていますので、各項目の金額を合計または差引した額と、合計額や差引額などは一致しません。
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自
主
防
災
組
織
等
育
成
事
業

問 
補
助
金
に
関
し
て
予
算
額
に
対
す

る
決
算
額
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

理
由
は
。

答 

自
主
防
災
組
織
等
育
成
事
業
補
助

金
で
は
、
団
体
の
防
災
活
動
や
物

資
の
整
備
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
助

成
を
実
施
し
、
予
算
額
250
万
円
に
対
し

て
37
万
９
，
９
５
０
円
の
不
用
額
が
生

じ
て
い
る
。
一
方
で
、
令
和
４
年
度
と

の
比
較
で
は
、
交
付
件
数
が
34
件
か

ら
50
件
に
増
加
し
て
お
り
、
交
付
額

も
、
178
万
３
，
６
８
４
円
か
ら
33
万
６
，

３
６
６
円
増
加
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
か
ら
推
察
す
る
と
、
地
区
の
要
望

に
は
概
ね
お
応
え
で
き
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問 

予
算
編
成
時
に
は
地
区
要
望
が
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
の
か
。

答 

予
算
編
成
段
階
で
、
個
別
・
具
体

的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
交
付
件
数
自
体
は
増
加
し
て

い
る
状
況
か
ら
見
る
と
、
結
果
と
し
て
、

相
応
の
ニ
ー
ズ
が
存
在
す
る
も
の
と
捉

え
て
い
る
。
一
方
で
、
予
算
執
行
の
実

態
か
ら
み
て
、
地
区
要
望
を
取
り
こ
ぼ

し
て
い
る
と
い
う
状
況
は
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

消
費
者
保
護
事
業

問 
連
日
の
よ
う
に
、
高
齢
者
の
方
が

特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
う
と
い
っ

た
報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、
海
南
市
内

で
の
特
殊
詐
欺
の
発
生
件
数
と
被
害
金

額
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
。

答 
令
和
５
年
中
に
本
市
で
認
知
さ
れ

た
特
殊
詐
欺
被
害
は
な
か
っ
た
。

令
和
６
年
は
８
月
末
ま
で
の
状
況
で

は
、
本
市
で
７
件
の
被
害
が
発
生
し
て

お
り
、
被
害
金
額
は
、
海
南
警
察
署
管

内
で
約
２
億
３
，
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

問 

本
市
と
紀
美
野
町
で
連
携
し
、
専

用
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
資
格

を
持
っ
た
方
が
対
応
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
相
談
員
の
方
は
ど
の
よ
う

な
資
格
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ

歳
入
歳
出
決
算
審
査
に
お
け
る
主
な
質
疑

の
相
談
員
の
方
が
担
っ
て
い
る
具
体
的

な
役
割
や
任
務
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答 

国
家
資
格
で
あ
る
消
費
生
活
相
談

員
、
ま
た
は
消
費
生
活
相
談
員
と

同
等
以
上
の
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を

持
つ
も
の
と
し
て
、
消
費
生
活
専
門
相

談
員
、
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
消

費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
こ
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
持
つ
こ
と
を
要
件
と
し

て
い
る
。

ま
た
、
業
務
の
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
、
相
談
窓
口
で
は
、
平
日
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
相
談
を
受

け
付
け
て
お
り
、
電
話
で
の
相
談
や
、

来
庁
さ
れ
た
相
談
者
に
対
す
る
交
渉
等

の
ア
ド
バ
イ
ス
だ
け
で
な
く
、
相
談
者

に
代
わ
っ
て
、
悪
質
な
事
業
者
と
直
接

交
渉
を
行
い
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
な
ど

の
手
続
き
に
つ
な
げ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

答 

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
お
り
、

年
齢
は
国
の
要
件
に
準
拠
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
事
業
を
実
施
す
る
際
は
、

所
得
要
件
を
撤
廃
し
、
住
宅
取
得
の
補

助
金
を
か
さ
上
げ
し
て
い
る
。
ま
た
県

下
で
も
16
市
町
が
本
事
業
を
実
施
し
て

い
る
が
、
年
齢
の
拡
大
は
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
今
後
に
つ
い
て
も
現
在
の
要
件

で
実
施
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業

問 

扶
助
費
が
予
算
よ
り
も
か
な
り
多

く
か
か
っ
て
い
る
理
由
は
。

答 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

５
類
へ
の
移
行
に
よ
り
、
受
診
控

え
が
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
感

染
に
よ
る
受
診
時
の
自
己
負
担
が
新
た

に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
発
熱
等
に
よ
る

受
診
時
の
感
染
症
検
査
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
増
額
の
原
因
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
事
業

問 

本
市
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
支
払

っ
た
補
助
金
、
委
託
料
合
計
９
，

７
３
８
万
に
対
す
る
成
果
は
上
が
っ
て

い
る
の
か
。

答 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
事

業
で
令
和
5
年
度
に
71
名
の
新
規

登
録
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
を
き
っ
か
け
に
、
い
く
つ

か
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
立
ち

上
が
っ
た
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

事
業
で
は
、
令
和
5
年
度
で
は
64
名
の

支
援
を
実
施
し
た
。
自
立
相
談
支
援
事

業
は
、
令
和
5
年
度
で
は
131
名
の
方
か

ら
新
規
相
談
を
受
け
た
。
ま
た
、
家
計

改
善
支
援
事
業
で
は
、
7
名
の
方
か
ら

新
規
相
談
を
受
け
た
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
は
、
昨
年
6

月
豪
雨
災
害
で
県
内
外
か
ら
延
べ
１
，

８
７
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入

れ
、
延
べ
601
件
の
支
援
を
実
施
し
た
。

問 

当
法
人
の
財
務
状
況
は
潤
沢
で
約

1
億
１
，
１
０
０
万
円
の
基
金
は

取
り
崩
せ
る
。
例
年
の
補
助
金
約
５
，

０
０
０
万
円
は
減
額
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答 

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
内
容
は

公
共
性
が
高
く
、
法
人
運
営
事
業
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答 

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
お
り
、

年
齢
は
国
の
要
件
に
準
拠
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
事
業
を
実
施
す
る
際
は
、

所
得
要
件
を
撤
廃
し
、
住
宅
取
得
の
補

助
金
を
か
さ
上
げ
し
て
い
る
。
ま
た
県

下
で
も
16
市
町
が
本
事
業
を
実
施
し
て

い
る
が
、
年
齢
の
拡
大
は
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
今
後
に
つ
い
て
も
現
在
の
要
件

で
実
施
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業

問 

扶
助
費
が
予
算
よ
り
も
か
な
り
多

く
か
か
っ
て
い
る
理
由
は
。

答 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

５
類
へ
の
移
行
に
よ
り
、
受
診
控

え
が
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
感

染
に
よ
る
受
診
時
の
自
己
負
担
が
新
た

に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
発
熱
等
に
よ
る

受
診
時
の
感
染
症
検
査
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
増
額
の
原
因
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

道
の
駅
運
営
事
業

問 

サ
ク
ア
ス
周
辺
の
観
光
施
設
や
商

店
へ
の
波
及
効
果
は
ど
う
か
。

答 

サ
ク
ア
ス
開
駅
以
来
、
来
場
者
が

多
く
、
周
辺
の
商
店
で
サ
ク
ア
ス

に
納
品
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
売
上
げ
は

好
調
で
あ
る
。

問 

来
場
者
を
地
元
の
見
ど
こ
ろ
へ
誘

導
す
る
案
内
を
も
っ
と
効
果
的
に

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答 

今
後
も
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、

指
定
管
理
者
と
工
夫
を
凝
ら
し
、

地
元
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
む
予

定
で
あ
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
事
業

問 

猟
友
会
の
高
齢
化
に
対
し
て
何
か

対
策
は
し
て
い
る
か
。

答 

免
許
の
講
習
会
の
費
用
、
受
験
費

用
、
射
撃
教
習
料
に
対
し
て
補
助

を
行
っ
て
る
ほ
か
、
昨
年
は
、
狩
猟
の

魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。

問 

滋
賀
県
の
日
野
町
で
は
猟
友
会
が

解
体
施
設
を
持
ち
、
そ
こ
に
補
助

金
を
出
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

施
設
へ
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

対
応
の
中
で
も
対
象
と
な
る
方
に
は
、

随
時
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問 

国
の
事
務
を
受
け
て
実
施
し
て
い

る
限
り
は
徹
底
し
な
い
と
、
せ
っ

か
く
の
制
度
を
受
け
ら
れ
な
い
方
が
出

て
く
る
の
で
周
知
徹
底
を
お
願
い
す
る
。

答 

周
知
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
徹
底

し
て
実
施
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

問 
補
助
対
象
と
な
っ
た
夫
婦
の
年
齢

は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た

予
算
は
十
分
だ
っ
た
の
か
。

答 
本
事
業
50
件
の
補
助
対
象
の
年
齢

に
つ
い
て
は
、
夫
婦
と
も
に
29
歳

以
下
が
25
件
。
夫
婦
と
も
に
30
歳
以
上

39
歳
以
下
が
17
件
。
夫
婦
の
ど
ち
ら

か
一
方
が
30
歳
以
上
39
歳
以
下
が
8

件
で
あ
る
。
令
和
5
年
度
当
初
予
算

額
と
し
て
は
、
55
件
の
申
請
で
、
２
，

６
３
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
た
の
で
、

決
算
額
１
，
４
０
１
万
１
，
０
０
０
円

に
対
し
て
は
、
十
分
な
額
で
あ
る
。

問 

新
築
費
用
や
賃
貸
住
宅
の
家
賃
に

対
す
る
補
助
の
対
象
年
齢
を
広
げ

て
は
ど
う
か
。

や
地
域
福
祉
事
業
は
、
会
費
等
の
収
入

だ
け
で
は
収
益
を
見
込
め
ず
、
決
し
て

余
裕
が
あ
る
状
況
で
は
な
く
、
市
と
し

て
も
財
政
的
な
支
援
を
継
続
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

問 
交
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
内

1
％
が
申
請
に
行
き
づ
ら
い
と
い

う
回
答
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

何
が
申
請
に
行
き
づ
ら
か
っ
た
の
か
。

答 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
無
記

名
式
で
あ
り
、
そ
の
理
由
を
具
体

的
に
聞
く
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、

申
請
の
手
間
の
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
、

再
度
、
制
度
の
周
知
及
び
相
談
員
か
ら

の
代
理
申
請
も
可
能
で
あ
る
旨
の
案
内

を
実
施
し
た
。

特
別
障
害
者
手
当
等
扶
助
金

問 

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
た
ち
に
よ
る
、

特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て
の
周

知
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答 

ケ
ア
マ
ネ
会
で
の
制
度
紹
介
の
他
、

広
報
誌
へ
の
掲
載
、
ま
た
、
新
規

で
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
取
得
さ
れ
る

方
へ
の
案
内
、
ま
た
、
日
頃
の
ケ
ー
ス
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討
論

決
算
に
か
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る

議
案
・
補
正
予
算

発
議

審
議
結
果

一
般
質
問

決
算

○議案第42号　海南市一般会計歳入歳出決算の認定
自衛隊への勝手な個人情報提供や、ごり押しで進めるマイナカードの普及は

大きな間違いである。	 （溝口　恵敬）

○議案第43号　海南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
多くの低所得者層が加入する国保制度の運営は、大幅な「公費投入」以外

に道はない。	 （岡　義明）

○議案第44号　後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
賦課保険料は、制度開始時に比べて２８％も引き上がり、多くの年金生活者

は医療負担に苦しめられている。	 （岡　義明）

○議案第45号　介護保険特別会計
　歳入歳出決算の認定

介護事業から、「介護予防総合

事業」に軸足を移してきた。「介

護保険あって介護ナシ」となりつつある。

（岡　義明）

保
に
努
め
つ
つ
、
少
し
で
も
地
域
全
体

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

訪
問
看
護
事
業（
病
院
事
業
会
計
）

問 
こ
の
事
業
の
、
最
近
数
年
の
収
支

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 
直
近
３
年
間
の
収
支
差
額
の
決
算

額
で
申
し
上
げ
る
と
、
令
和
3
年

度
は
、
マ
イ
ナ
ス
566
万
１
，
０
５
３
円
、

令
和
４
年
度
は
、
マ
イ
ナ
ス
792
万
５
，

３
８
０
円
、
令
和
５
年
度
は
、
マ
イ
ナ

ス
956
万
５
，
９
０
５
円
と
な
っ
て
い
る
。

問 
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
当
地
域
の
急

性
期
病
院
と
い
う
役
割
を
担
っ
て

い
る
中
で
、
今
後
の
事
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 
こ
こ
数
年
の
収
支
状
況
は
収
益
の

低
下
が
原
因
で
あ
る
た
め
、
ま
ず

は
そ
の
改
善
に
取
り
組
み
た
い
。
こ
の

地
域
に
お
い
て
も
訪
問
看
護
の
需
要
が

高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
今
後
、

収
益
状
況
や
地
域
の
需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
に
も
十
分
考
慮
し
、
事
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
た
い
。

答 
古
座
川
町
の
施
設
に
経
営
状
況
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
運
営
は
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
本
市
の
捕
獲
頭
数
を
考

え
る
と
事
業
化
は
難
し
い
が
、
猟
友
会

に
そ
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
伺
い
た

い
。温

山
荘
公
園
管
理
事
業

問 

温
山
荘
公
園
の
プ
ー
ル
跡
地
も
含

め
た
利
用
の
状
況
は
ど
う
か
。

答 

プ
ー
ル
跡
地
に
つ
い
て
は
、
自
然

博
物
館
の
来
客
が
多
い
時
に
は
駐

車
場
と
し
て
利
用
を
し
て
い
る
。
他
に

は
、
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
き
に
、
臨
時

の
駐
車
場
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
11

月
の
漆
器
ま
つ
り
に
お
い
て
も
、
広
場

が
メ
イ
ン
会
場
に
な
る
が
、
プ
ー
ル
の

跡
地
も
一
部
利
用
す
る
。

ふ
る
さ
と
海
南
応
援
寄
附
金

問 

ふ
る
さ
と
海
南
応
援
寄
附
金
を
も

と
に
、
予
算
を
立
て
る
こ
と
に
つ

い
て
、
今
後
の
考
え
は
。

答 

ふ
る
さ
と
海
南
応
援
寄
附
金
は
、

臨
時
的
な
収
入
で
あ
り
、
不
安
定

な
財
源
で
あ
る
が
、
市
の
特
産
品
等
を

広
く
発
信
す
る
中
で
、
自
主
財
源
の
確

反対

反対

反対

反対
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議
案
・
補
正
予
算

発
議

審
議
結
果

一
般
質
問

決
算

１　備蓄物資整備事業について
避難所の備蓄物資が円滑に使用できるよう、配備場所や配備物の工夫に努められたい。

２　感震ブレーカー設置促進事業について
災害時の通電火災等予防のため、感震ブレーカー設置の有効性を周知するとともにさらなる普
及に努められたい。

３　消費者保護事業について
継続して相談事業に取り組まれるとともに、市民にも分かりやすい周知方法を検討し、さらなる
啓発に取り組まれたい。

４　物産観光センター運営事業について
市の観光資源をより広く紹介できるようさらに工夫するなど、センターにおける観光案内がより充
実するよう努められたい。

５　移住定住促進事業について
より多くの方に移住してもらえるよう、市がもっている魅力について発信を強化されたい。

６　家庭教育支援事業について
核家族化の進行や共働き世帯の増加等、保護者が子育てを学ぶことができる機会が減少する
中、家庭教育の支援の重要性はますます高まっていることから、保護者に対する学びの場づくり
及び時代やニーズに合った内容を取り入れた講座の開催等、その充実・強化に努められたい。

決算審査の中で出された意見や要望について、予算決算委員会で下記の意見書を取りまとめました。
意見書は新年度予算に反映することを求め、９月27日に議長から市長に提出しました。

（左から塩﨑副市長、神出市長、宮本議長、森下副議長、栗本予算決算委員会委員長、寺脇副委員長）

決算審査に係る意見書を提出
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議
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発
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審
議
結
果

一
般
質
問

決
算

問：令和５年度から２期工事と
のことだが、終わりの時
期はいつごろか。

答：令和５年度に詳細設計を
行い、工事は今年度と来
年度の債務負担行為の予
算措置をしており、完了
は令和７年度となる。

問：近年、豪雨災害が多いが、今まで頻繁に浸水していた岡田地区に
関しては、工事が完了すると大丈夫ということでよいか。

答：岡田地区に東から流れてくる水路は５
経路あり、このうち亀の川に近い２経
路の雨水を整備するポンプ場から排水
する。残りの３経路の流れは変わらな
いため、整備は、岡田地区、室山地区
の浸水の低減につながるものである。

岡田排水ポンプ場整備工事契約締結へ 議案第52号
工事請負契約の締結

こんな質問がありました

■
建
設
経
済
委
員
会

９
月
17
日（
火
）に「
空

家
等
対
策
事
業
に
つ
い
て
」

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

問 

行
政
視
察
に
行
っ
た

北
九
州
市
で
は
、
ま

ず
自
治
会
に
頼
ん
で
空
き

家
を
割
り
出
し
た
後
、
業

者
に
よ
り
さ
ら
に
調
査
す

る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て

い
た
。
本
市
に
お
い
て
も

自
治
会
に
協
力
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

か
。

答 

調
査
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
電
力
の
使
用

状
況
か
ら
空
家
で
あ
る
か

を
判
断
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
が
考
え
ら
れ

る
が
、
委
員
提
言
の
こ
と

も
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

■
教
育
厚
生
委
員
会

９
月
18
日（
水
）に「
海
南

議案第40号
令和６年度海南市一般会計補正予算（第２号）

こんな質問がありました
問：海南市独自施策として、例えばオーガニッ
クの食材の導入など、給食を豊かにする
こともできたと思うが、給食費相当額を
補助するようになった経緯は。

答：学校給食を食べていない食物アレルギー
の児童生徒や、市外の学校に通学してい
る児童生徒などは、県の補助事業の対象
となっていないが、海南市では、市内に
住民票を置く児童生徒の保護者に対する
公平性を考え、支援することとした。

学校給食費無償化へ

問：今回の学校給食費無償化は県の補助事業
を活用しているが、県の補助がなくなれば
どうなるのか。

答：本市の学校給食費無償化は、県の補助金
が前提条件で、県の補助がなくなった場合、
和歌山県の市長会では、継続するのは難
しいという考え方が強い。知事は、知事会
を通じて、政府に対応するよう努力すると
いう回答である。県に対し、今後もこの補
助制度を継続されるよう要望していく。

所
管
事
務

調
査

討論 ◯議案第４０号
海南市からの情報発信は大切であるが、カジノのためのインフラ整備という
歪んだ目的をもつ万博を利用することはない。	 （溝口　恵敬）反対

504万円
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一
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問
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市
の
保
育
事
業
に
つ
い
て
」

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

問 

子
ど
も
を
２
人
以
上

抱
え
て
い
る
親
御
さ

ん
が
子
ど
も
を
別
々
の
園

に
預
け
る
の
は
大
変
苦
労

な
こ
と
で
あ
る
。
で
き
る

だ
け
そ
の
よ
う
な
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

答 

兄
弟
入
所
の
優
先
に

よ
り
、
長
時
間
勤
務

の
家
庭
や
優
先
度
の
高
い

ひ
と
り
親
家
庭
が
入
所
で

き
な
く
な
る
こ
と
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

利
用
調
整
の
配
点
等
は
兄

弟
入
所
も
含
め
毎
年
協
議

し
て
い
る
の
で
引
き
続
き

検
討
す
る
。

問 

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
は
利
用
で
き
る

か
。

答 

制
限
は
あ
る
が
、
五

月
山
こ
ど
も
園
に
お

申
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
利

用
で
き
る
。

・発議第３号 公有地利活用特別委員会の設置
・発議第４号 防災・減災・災害復旧特別委員会の設置

発議第３号・発議第４号については原案可決となりました。

公有地利活用に関する事項について、防災・減災・災害復旧に関する事項について、調査・研究
を行うため本案を提出するもの。

・発議第６号 国による学校給食費の無償化を求める意見書（案）
発議第６号については原案可決となりました。

日本のどこに住んでいても、学校給食を無償で受けられるためには、国の施策として早急に実施する
ことが求められている。OECD加盟国の平均まで国の負担を上げれば学校給食の無償化は直ぐにでも
実施することは可能であり、学校給食費の無償化を強く求める。（要旨）

・発議第７号 国の制度で子どもの医療費を18歳まで無償
化するよう求める意見書（案）

発議第７号については原案可決となりました。

全国一律に、どこに住んでいてもお金の心配をすることなく子育てできるよう、また地方自治体への財
政負担を掛けないよう、国の責任において子どもの医療費を18歳まで無償化することを強く求める。（要旨）

発議とは、議員が議案を提出することで、
９月定例会では下記５件が提出されました。発 議

・発議第５号 相次ぐ米軍構成員等による女性への性的暴行
事件に抗議し、断固とした対応を求める意見書（案）

発議第５号については原案可決となりました。

沖縄県の在日米軍兵士が起こした性的暴行事件の報道が７月にあったことを受け、沖縄県での出来
事ではあるが、全国民が意識し、首相や大臣に意見書案を届けるだけでなく、海南市民の皆様にもこ
の問題について共有し意識を高めていただきたい。（要旨）

討
論

◯発議第５号
日本人の一員として、今後このような痛ましい事件が起こらないように、沖縄
県民と一緒になって強く要請したい。	 （川口　政夫）

全国各地で頻発する米兵等による女性への性犯罪に対し、米軍に確固たる
措置を求め、日米地位協定が見直されるべきである。	 （溝口　恵敬）

賛成
賛成
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議
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８
人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

議 案 の 審 議 結 果
◎…全会一致で可決・認定　〇…賛成多数で可決・認定　×…否決

９月定例会
議案番号 議　　案 結果

議案第 39号 海南市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 40号 令和６年度海南市一般会計補正予算（第２号） 〇

議案第 41号 令和６年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ◎

議案第 42号 令和５年度海南市一般会計歳入歳出決算の認定 〇

議案第 43号 令和５年度海南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 〇

議案第 44号 令和５年度海南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 〇

議案第 45号 令和５年度海南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 〇

議案第 46号 令和５年度海南市赤坂地区排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定 ◎

議案第 47号 令和５年度海南市つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定 ◎

議案第 48号 令和５年度海南市同和対策住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定 ◎

議案第 49号 令和５年度海南市港湾施設事業特別会計歳入歳出決算の認定 ◎

議案第 50号 令和５年度海南市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ◎

議案第 51号 令和５年度海南市病院事業会計決算の認定 ◎

議案第 52号 工事請負契約の締結 ◎

発議第３号 公有地利活用特別委員会の設置 ◎

発議第４号 防災・減災・災害復旧特別委員会の設置 ◎

発議第５号 相次ぐ米軍構成員等による女性への性的暴行事件に抗議し、断固とした対応を求める意見書（案） ◎

発議第６号 国による学校給食費の無償化を求める意見書（案） ◎

発議第７号 国の制度で子どもの医療費を 18歳まで無償化するよう求める意見書（案） ◎

議案第39号  国民健康保険法の改正に伴い、保険税を滞納している世帯主が被保険者証の返還に応じない場合の罰則を廃止するとともに、
所要の条文整備を行うもの　 議案第40号  5,284万４千円の増額補正 関連記事：8ページ　 議案第41号  1,774万１千円の増額補正 
議案第42～51号  令和５年度会計の決算について認定をお願いするもの　 議案第52号  関連記事：8ページ　 発議第3～7号  関連記事9ページ

会派・議員名

議案番号等

公明党
日本共産党.
海南市議会
議員団

無所属の会・日
本維新の会 市政クラブ 市民クラブ 自由

クラブ
結
　
　
果

中
家  

悦
生

森
下  

貴
史

岡
　  

義
明

溝
口  

恵
敬

古
田  

充
司

熊
野  

愛
子

栗
本  

量
生

田
村  

秀
明

宮
本  

憲
治

寺
脇  

寛
治

川
崎  

一
樹

榊󠄀
原  

徳
昭

米
原  

耕
司

池
原  

弘
貴

杉
本  

博
美

橋
爪  

大
輔

川
口  

政
夫

東
方  

貴
子

議案第 40号 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 42号 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第 43号 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第 44号 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第 45号 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

●議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

■ 賛否の分かれた議案等 ○…賛成　×…反対
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※ ◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全
般に対し、現在の状況や将来の方針等を質問したり、
提言することで、政策の見直しなども行われます。
９月定例会では、８人の議員が一般質問を行いました。

一 般 質 問

6　杉本　博美 （14ページ）
◎学校図書館について

7　溝口　恵敬 （15ページ）
◎津波到達時間と市の対応について
・津波避難計画の見直しについて

8　岡　義明 （15ページ）
◎海南税務署前の車道拡幅について
・６月議会の答弁より、乗車率が低迷

しているコミバス路線について

1　森下　貴史 （12ページ）　
◎防災対策について
・認知症の人に寄り添った地域社会の

構築について

2　東方　貴子 （12ページ）
◎分煙の取組について
・ふるさと海南祭りについて
・市内産科婦人科について
・８０２０の取組について

3　池原　弘貴 （13ページ）
◎自治会について

4　中家　悦生 （13ページ）
◎ちびっこ広場の管理について

5　栗本　量生 （14ページ）
◎医療センターの経営について

８
人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

８
人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

12
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果

一
般
質
問

決
算

録画映像 森下  貴史

●関係団体に意見を伺い検討する

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
る

か
。

答 

改
め
て
現
状
を
把
握

し
、
対
応
し
て
い
く
。

問 

本
市
の
地
方
た
ば
こ

税
の
収
入
は
約
３
億

あ
り
、
貴
重
な
財
源
と
な

っ
て
い
る
。
国
は
地
方
た

ば
こ
税
の
継
続
的
安
定
的

な
確
保
に
ど
の
よ
う
な
方

針
を
示
し
て
い
る
か
。

答 

駅
前
、
公
園
な
ど
の

場
所
に
お
い
て
分
煙

施
設
の
整
備
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と

示
し
て
い
る
。

問 

駅
前
に
は
こ
の
夏
、

大
き
な
ホ
テ
ル
も
出

来
た
、
き
れ
い
な
分
煙
施

設
を
整
備
す
べ
き
で
は
。

答 

関
係
団
体
に
意
見
を

伺
っ
た
う
え
で
、
よ

り
よ
い
分
煙
施
設
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

問 

本
年
３
月
に
策
定
さ

れ
た
「
第
三
次
海
南

市
健
康
増
進
計
画
」
で
望

ま
な
い
受
動
喫
煙
の
な
い

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

受
動
喫
煙
防
止
を
図
る
と

し
て
い
る
。
男
女
別
の
喫

煙
率
と
市
た
ば
こ
税
収
入

の
推
移
を
問
う
。

答 

男
性
は
21
・
４
％
、

女
性
は
4.0
％
。

市
た
ば
こ
税
は
、
令
和

３
年
が
２
億
８
，
８
４
７

万
円
、
令
和
４
年
が
３
億

２
１
９
万
円
、
令
和
５
年

が
２
億
９
，
５
０
４
万
円
。

問 

受
動
喫
煙
防
止
に
関

す
る
目
標
値
と
し
て
、

「
減
少
」
さ
せ
る
と
の
目

標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
か
。

答 

た
ば
こ
に
関
す
る
健

康
指
導
や
禁
煙
外
来

の
紹
介
、
健
康
教
室
で
の

正
し
い
知
識
の
普
及
に
努

め
て
い
る
。

問 
各
施
設
の
分
煙
の
状

況
を
把
握
し
指
導
の

東方  貴子

駅前に綺麗な分煙施設を
設置してはどうか

録画映像

問 

海
南
市
の
自
治
会
加

入
率
は
。

答 

本
市
全
２
４
４
自
治

会
の
加
入
率
は
令
和

５
年
度
で
71
・
２
％
と
な

っ
て
い
る
。

問 

役
員
の
担
い
手
不
足

や
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
生
じ
て
き
て
い
る
が
、

現
在
の
課
題
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答 

役
員
の
固
定
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
、
加

入
世
帯
減
少
に
よ
る
会
費

収
入
の
減
少
、
事
務
負
担

感
が
増
大
し
て
い
る
こ
と

が
主
に
共
通
す
る
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問 

回
覧
板
や
各
種
情
報

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

い
つ
で
も
情
報
を
引
き
出

せ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
情

報
交
換
も
容
易
に
な
り
、

未
加
入
の
方
に
も
活
用
出

来
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
加

入
の
き
っ
か
け
に
な
る
の

で
は
。

答 

他
市
で
導
入
事
例
も

あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
端

問 
自
治
会
に
委
託
し
て

い
る
内
容
と
範
囲
は
。

答 
除
草
、
清
掃
等
の
維

持
管
理
や
設
置
遊
具

の
状
況
確
認
な
ど
。

問 

委
託
内
容
を
文
書
等

で
確
認
し
て
い
る
か
。

答 

確
認
は
行
え
て
い
な

い
。

問 

市
と
自
治
会
間
で
認

識
に
誤
り
が
な
い
よ

う
運
用
を
。

答 

認
識
に
相
違
が
生
じ

な
い
よ
う
取
り
組
む
。

問 

遊
具
の
経
年
劣
化
が

激
し
い
場
合
の
撤
去

は
や
む
を
得
な
い
が
新
設

に
関
し
て
は
現
状
よ
り
踏

み
込
ん
だ
聞
き
取
り
が
必

要
で
は
。

答 

遊
具
の
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
今
後
使
用

中
止
の
判
定
が
出
た
際
は

十
分
に
地
元
と
協
議
を
行

い
た
い
。

問 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
、

金
属
フ
ェ
ン
ス
、
タ

イ
ル
状
の
床
、
木
製
ベ
ン

チ
な
ど
の
点
検
、
補
修
は

問 

８
月
８
日
、
初
め
て

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
、
巨
大
地
震
注
意

が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
が

巨
大
地
震
警
戒
に
な
れ
ば
、

異
な
る
対
応
に
な
る
の
か
。

答 
異
な
る
の
は
、
市
民

へ
の
呼
び
か
け
の
内

容
で
あ
る
。
地
震
発
生
後

の
避
難
で
は
間
に
合
わ
な

い
お
そ
れ
の
あ
る
方
に
は

１
週
間
の
事
前
避
難
を
促

す
と
と
も
に
、
事
前
避
難

を
し
な
い
方
に
つ
い
て
も
、

情
報
発
表
後
の
１
週
間
は

地
震
が
発
生
し
た
ら
す
ぐ

に
避
難
す
る
た
め
の
準
備

を
し
て
お
く
よ
う
呼
び
か

け
る
。
知
人
宅
や
親
類
宅

等
へ
の
避
難
を
基
本
と
す

る
が
、
現
実
を
考
慮
し
、

津
波
浸
水
想
定
区
域
外
に

あ
る
市
指
定
避
難
所
を
追

加
開
設
し
、
避
難
を
希
望

さ
れ
る
方
に
対
応
す
る
。

ま
た
、
福
祉
避
難
所
に
つ

い
て
も
、
災
害
協
定
を
締

結
し
て
い
る
社
会
福
祉
施

設
等
に
対
し
、
追
加
要
請

し
、
受
け
入
れ
準
備
を
進

め
る
。
さ
ら
に
、
車
中
避

難
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、

市
有
の
広
場
や
学
校
運
動

場
等
の
開
放
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
ほ
か
、
状
況
に

応
じ
、
広
域
で
の
調
整
な

ど
も
生
じ
て
く
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
の
広
報
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答 
県
で
、
南
海
ト
ラ
フ

臨
時
情
報
に
係
る
広

報
資
料
等
の
作
成
を
予
定

し
て
お
り
、
市
に
お
い
て

も
、
で
き
る
だ
け
速
や
か

に
市
報
等
に
よ
り
広
報
す

る
。
ま
た
、
福
祉
関
係
団

体
や
自
主
防
災
組
織
等
へ

の
周
知
啓
発
に
も
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

●市民への呼びかけの内容は異なる

巨大地震注意と警戒の市の
対応の違いは
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●各自治会の事情に合わせ、できる限り支援していきたい

●市の担当職員による現場確認を行う

末
に
慣
れ
た
方
に
は
有
効

と
考
え
る
が
、
不
慣
れ
な

方
も
い
る
の
で
各
自
治
会

の
事
情
に
合
わ
せ
て
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問 

今
後
、
人
口
減
少
と

高
齢
化
に
よ
り
、
自

治
会
運
営
も
困
難
に
な
っ

て
い
る
。
自
治
会
の
統
合

は
避
け
て
通
れ
な
い
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答 
自
治
会
統
合
に
つ
い

て
は
基
本
的
に
各
自

治
会
主
体
で
進
め
て
い
た

だ
く
が
、
他
団
体
の
事
例

や
課
題
解
決
策
の
提
案
な

ど
、
調
査
や
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
、
で
き
る
限
り
丁
寧

に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問 

海
南
市
の
自
治
会
加

入
率
は
。

答 

本
市
全
２
４
４
自
治

会
の
加
入
率
は
令
和

５
年
度
で
71
・
２
％
と
な

っ
て
い
る
。

問 
役
員
の
担
い
手
不
足

や
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
生
じ
て
き
て
い
る
が
、

現
在
の
課
題
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答 
役
員
の
固
定
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
、
加

入
世
帯
減
少
に
よ
る
会
費

収
入
の
減
少
、
事
務
負
担

感
が
増
大
し
て
い
る
こ
と

が
主
に
共
通
す
る
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問 

回
覧
板
や
各
種
情
報

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

い
つ
で
も
情
報
を
引
き
出

せ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
情

報
交
換
も
容
易
に
な
り
、

未
加
入
の
方
に
も
活
用
出

来
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
加

入
の
き
っ
か
け
に
な
る
の

で
は
。

答 

他
市
で
導
入
事
例
も

あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
端

行
っ
て
い
る
か
。

答 

点
検
は
実
施
し
て
い

な
い
が
地
元
自
治
会

か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
修
繕

等
を
行
っ
て
い
る
。

問 

見
回
り
で
発
見
で
き

る
案
件
で
あ
り
危
険

が
潜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は

早
急
に
点
検
実
施
し
、
必

要
な
補
修
や
交
換
等
を
行

う
べ
き
。

答 

担
当
職
員
に
よ
る
現

場
確
認
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

問 

危
険
な
植
物
も
見
回

れ
ば
発
見
で
き
る
の

で
対
応
を
。

答 

担
当
職
員
が
壁
や
フ

ェ
ン
ス
な
ど
の
確
認

の
際
に
危
険
な
植
物
に
つ

い
て
も
確
認
す
る
。

問 

自
治
会
に
委
託
し
て

い
る
内
容
と
範
囲
は
。

答 

除
草
、
清
掃
等
の
維

持
管
理
や
設
置
遊
具

の
状
況
確
認
な
ど
。

問 

委
託
内
容
を
文
書
等

で
確
認
し
て
い
る
か
。

答 

確
認
は
行
え
て
い
な

い
。

問 

市
と
自
治
会
間
で
認

識
に
誤
り
が
な
い
よ

う
運
用
を
。

答 

認
識
に
相
違
が
生
じ

な
い
よ
う
取
り
組
む
。

問 

遊
具
の
経
年
劣
化
が

激
し
い
場
合
の
撤
去

は
や
む
を
得
な
い
が
新
設

に
関
し
て
は
現
状
よ
り
踏

み
込
ん
だ
聞
き
取
り
が
必

要
で
は
。

答 

遊
具
の
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
今
後
使
用

中
止
の
判
定
が
出
た
際
は

十
分
に
地
元
と
協
議
を
行

い
た
い
。

問 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
、

金
属
フ
ェ
ン
ス
、
タ

イ
ル
状
の
床
、
木
製
ベ
ン

チ
な
ど
の
点
検
、
補
修
は

ちびっこ広場

池原  弘貴

中家  悦生

自治会のさまざまな課題に対する
取り組みについて

壁・フェンス等の破損、危険な植物の
生育把握のため点検を

録画映像

録画映像
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議
案
・
補
正
予
算

発
議

審
議
結
果

一
般
質
問

決
算

問 

避
難
行
動
要
支
援
者

の
対
象
と
し
て
、
精

神
障
害
１
級
と
２
級
は
指

定
さ
れ
て
い
る
が
、
３
級

は
入
っ
て
い
な
い
。
対
象

に
入
ら
な
い
方
で
も
パ
ニ

ッ
ク
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
。

市
と
し
て
も
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

指
針
に
は
、
幅
を
持

た
せ
た
対
応
が
求
め

ら
れ
る
旨
が
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
津
波
避
難
計
画

に
も
明
記
す
る
よ
う
見
直

し
た
い
。

問 

津
波
襲
来
の
際
の
情

報
伝
達
に
つ
い
て
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
（
巨
大
地
震
注
意
）
が

発
表
さ
れ
た
際
に
、
発
表

を
知
ら
な
い
方
が
お
ら
れ

た
。
日
頃
か
ら
防
災
無
線

は
聞
こ
え
に
く
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
今
一
度
点

検
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答 

情
報
伝
達
が
よ
り
き

め
細
か
く
行
き
渡
る

よ
う
、
周
知
、
啓
発
に
努

め
て
い
く
。

問 

「
巨
大
地
震
注
意
」

の
発
表
と
い
う
初
め

て
の
事
態
を
踏
ま
え
、
津

波
避
難
計
画
等
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
る
か
。

答 

計
画
修
正
は
特
に
考

え
て
い
な
い
が
、
課

題
も
あ
っ
た
の
で
適
宜
見

直
し
は
必
要
だ
。

問 

避
難
所
が
、
土
砂
災

害
な
ど
の
警
戒
区
域

や
特
別
警
戒
区
域
の
中
に

あ
る
場
合
が
あ
る
。
避
難

所
に
避
難
で
き
な
か
っ
た

り
、
避
難
所
自
体
が
災
害

に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
。
各
地
域
で
、
そ
う

い
う
場
合
の
避
難
先
の
検

討
を
し
て
、
共
有
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答 

リ
ス
ク
の
あ
る
避
難

所
に
つ
い
て
は
、
各

地
域
で
警
戒
区
域
外
に
所

在
す
る
代
替
施
設
等
の
活

用
に
つ
い
て
、
可
能
な
範

囲
で
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

問 
海
南
税
務
署
前
（
第

三
中
学
校
西
側
）
の

市
道
19
号
線
を
拡
幅
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

「
朝
の
通
勤
時
、
ス
ム

ー
ズ
に
安
全
に
通
り
抜
け

が
で
き
る
よ
う
に
」
と
地

域
の
方
々
か
ら
の
声
が
あ

る
。以

前
、
都
市
計
画
審
議

会
か
ら
も
「
税
務
署
前
の

市
道
は
、
生
活
道
路
と
し

て
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

よ
う
」、
市
長
に
意
見
が

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
ど
う

か
。

答 

第
三
中
学
校
西
側
と

南
側
の
市
道
に
つ
い

て
は
、
付
近
の
方
々
か
ら

拡
幅
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
た
。

過
去
２
回
、
教
育
委
員

会
や
三
中
の
関
係
者
等
の

理
解
を
得
な
が
ら
、
学
校

の
敷
地
を
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

し
、
溝
も
暗
渠
に
す
る
な

ど
拡
幅
し
て
き
た
。

現
在
は
、
三
中
の
南
西

部
の
民
家
が
空
き
家
と
な

●出来るだけ削減する

●今後導入について検討する

問 

医
療
セ
ン
タ
ー
管
理

者
に
問
う
。
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
金
に

つ
い
て
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
も
ち
ろ
ん
違
法
で
は

な
い
が
、
こ
れ
は
市
民
の

お
金
で
あ
り
、
５
億
、
６

億
に
も
上
る
お
金
を
使
う

こ
と
に
な
る
。
市
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
。

管
理
者
と
し
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答 
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
出
し
に
つ
い
て
は
、

出
来
る
だ
け
削
減
す
る
。

こ
れ
は
地
方
公
営
企
業
は

独
立
採
算
制
で
、
自
ら
の

収
益
で
支
出
を
賄
う
の
が

大
原
則
で
あ
る
。
病
院
と

し
て
は
さ
ら
な
る
経
営
努

力
を
続
け
、
可
能
な
限
り
、

繰
り
出
し
金
を
削
減
し
て

い
く
考
え
を
基
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

る
。
し
た
が
っ
て
、
各
学

校
へ
の
シ
ス
テ
ム
導
入
を

早
急
に
進
め
て
欲
し
い
。

答 

「
学
校
図
書
館
の
Ｄ

Ｘ
化
」
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

近
隣
の
学
校
で
グ
ル
ー

プ
を
構
成
し
て
新
規
購
入

図
書
を
相
互
に
配
架
す
る

「
学
校
間
に
お
け
る
図

書
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」

に
あ
た
り
、
学
校
図
書
館

の
Ｄ
Ｘ
化
を
行
う
こ
と
で

業
務
の
効
率
化
を
図
る
と

共
に
、
円
滑
な
図
書
館
運

営
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
た
め
、
今
後
導
入
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問 

今
年
度
は
当
局
の
取

り
組
み
と
し
て
、「
図

書
の
学
校
間
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
」
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
未
だ
人

力
に
頼
る
作
業
が
多
い
学

校
で
は
、
よ
り
多
く
の
時

間
と
労
力
を
費
や
す
こ
と

に
な
り
、
本
来
行
う
べ
き

読
書
活
動
へ
の
啓
発
に
か

け
る
時
間
が
削
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
。

「
学
校
図
書
館
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
化
」
は
、
学
校
図

書
館
に
関
わ
る
方
々
が
、

雑
事
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
子
供
た
ち
と
本
と

の
出
会
い
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
に
専
念

で
き
る
こ
と
、
ま
た
そ
の

時
間
を
創
出
す
る
た
め
に

行
わ
れ
る
。

高
機
能
な
図
書
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入
は
、
図
書

の
学
校
間
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
効
率
化
に
寄
与
す
る

だ
け
で
な
く
、
海
南
市
に

お
け
る
学
校
図
書
館
Ｄ
Ｘ

化
へ
の
大
き
な
一
歩
に
な

栗本  量生

杉本  博美

現在、海南市からの繰り出し金に
ついての考えは

学校図書館ＤＸ化のため
システム導入を

録画映像
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議
案
・
補
正
予
算

発
議

審
議
結
果

一
般
質
問

決
算

●計画の見直しや設備等の充実にできるかぎり努める

●拡幅のために検討したい

問 

避
難
行
動
要
支
援
者

の
対
象
と
し
て
、
精

神
障
害
１
級
と
２
級
は
指

定
さ
れ
て
い
る
が
、
３
級

は
入
っ
て
い
な
い
。
対
象

に
入
ら
な
い
方
で
も
パ
ニ

ッ
ク
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
。

市
と
し
て
も
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

指
針
に
は
、
幅
を
持

た
せ
た
対
応
が
求
め

ら
れ
る
旨
が
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
津
波
避
難
計
画

に
も
明
記
す
る
よ
う
見
直

し
た
い
。

問 
津
波
襲
来
の
際
の
情

報
伝
達
に
つ
い
て
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
（
巨
大
地
震
注
意
）
が

発
表
さ
れ
た
際
に
、
発
表

を
知
ら
な
い
方
が
お
ら
れ

た
。
日
頃
か
ら
防
災
無
線

は
聞
こ
え
に
く
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
今
一
度
点

検
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答 

情
報
伝
達
が
よ
り
き

め
細
か
く
行
き
渡
る

よ
う
、
周
知
、
啓
発
に
努

め
て
い
く
。

問 

「
巨
大
地
震
注
意
」

の
発
表
と
い
う
初
め

て
の
事
態
を
踏
ま
え
、
津

波
避
難
計
画
等
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
る
か
。

答 
計
画
修
正
は
特
に
考

え
て
い
な
い
が
、
課

題
も
あ
っ
た
の
で
適
宜
見

直
し
は
必
要
だ
。

問 
避
難
所
が
、
土
砂
災

害
な
ど
の
警
戒
区
域

や
特
別
警
戒
区
域
の
中
に

あ
る
場
合
が
あ
る
。
避
難

所
に
避
難
で
き
な
か
っ
た

り
、
避
難
所
自
体
が
災
害

に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
。
各
地
域
で
、
そ
う

い
う
場
合
の
避
難
先
の
検

討
を
し
て
、
共
有
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答 

リ
ス
ク
の
あ
る
避
難

所
に
つ
い
て
は
、
各

地
域
で
警
戒
区
域
外
に
所

在
す
る
代
替
施
設
等
の
活

用
に
つ
い
て
、
可
能
な
範

囲
で
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

り
解
体
さ
れ
た
た
め
、
隅

切
り
工
事
を
実
施
し
た
く
、

相
続
人
と
交
渉
中
で
あ
る
。

税
務
署
前
道
路
に
つ
い

て
は
、
西
側
へ
の
拡
幅
は

難
し
く
、
三
中
の
理
解
が

得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

敷
地
の
段
差
や
電
柱
等
の

移
設
も
考
え
合
わ
せ
、
三

中
の
正
門
前
を
よ
り
広
く

隅
切
り
す
る
な
ど
、
南
進

車
の
た
ま
り
場
を
確
保
で

き
る
か
ど
う
か
も
検
討
し

た
い
。

問 

海
南
税
務
署
前
（
第

三
中
学
校
西
側
）
の

市
道
19
号
線
を
拡
幅
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

「
朝
の
通
勤
時
、
ス
ム

ー
ズ
に
安
全
に
通
り
抜
け

が
で
き
る
よ
う
に
」
と
地

域
の
方
々
か
ら
の
声
が
あ

る
。以

前
、
都
市
計
画
審
議

会
か
ら
も
「
税
務
署
前
の

市
道
は
、
生
活
道
路
と
し

て
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

よ
う
」、
市
長
に
意
見
が

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
ど
う

か
。

答 

第
三
中
学
校
西
側
と

南
側
の
市
道
に
つ
い

て
は
、
付
近
の
方
々
か
ら

拡
幅
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
た
。

過
去
２
回
、
教
育
委
員

会
や
三
中
の
関
係
者
等
の

理
解
を
得
な
が
ら
、
学
校

の
敷
地
を
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

し
、
溝
も
暗
渠
に
す
る
な

ど
拡
幅
し
て
き
た
。

現
在
は
、
三
中
の
南
西

部
の
民
家
が
空
き
家
と
な

税務署前 市道名高 19号線

溝口  恵敬

岡　  義明

避難計画の見直しや取り組みの点検
を進めるべき

市道１９号線の拡幅はできないか
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ＴＥＬ／０７３－４８３－８７００　ＦＡＸ／０７３－４８３－８７０３ Ｅメール／gikaij@city.kainan.lg.jp
HP／https://www.city.kainan.lg.jp/kakubusho/gikaijimukyoku/index.html

海南市議会事務局 〒642-8501 海南市南赤坂１１番地

ホームページ二次元コード Faｃeｂooｋ二次元コード

議員研修会を開催しました
８月７日、弁護士の太田雅幸氏をお招きして、「議

員のコンプライアンス　ハラスメント防止を中心と
して」をテーマに研修会を実施しました。

議員全員の知識向上と、議員間での共通の認識が
得られ、とても有意義な研修となりました。

海南市役所　第１委員会室

2つの特別委員会を設置しました!  ◎委員長  〇副委員長
公有地利活用特別委員会

公有地は市民の貴重な財産であると
ともに、海南市の政策を進めていく上
でも重要なものであることはいうまで
もない。今後、さらに増大する行政需要
に対応するためには、現在、使用されて
いない公有地のほか、統廃合による学
校跡地等の効果的・効率的な活用につ
いて、幅広く議論や検討を重ねていく
必要があることから、公有地の利活用
について調査研究を行うため、本特別
委員会を設置する。
◎榊󠄀原徳昭 　〇古田充司
杉本博美　中家悦生　東方貴子　川崎一樹
溝口恵敬　栗本量生　橋爪大輔

防災・減災・災害復旧特別委員会
本年１月１日に発生した能登半島地震は、最大震

度７の大地震と、それに連動して発生した大津波に
よって、壊滅的被害をもたらした。そして、現地では、
今なお震災の大きな爪痕が残り、被災された多くの
方たちが厳しい暮らしを余儀なくされている。海南
市においても、南海トラフ地震の今後30年以内の発
生確率が70から80％とされており、まさに、「明日
は我が身」という状況の中、総合的な防災力のさら
なる向上を図っていく必要があることから、防災・減
災・災害復旧について調査研究を行うため、本特別
委員会を設置する。
◎森下貴史　 〇熊野愛子
田村秀明　川口政夫　米原耕司　寺脇寛治
池原弘貴　岡　義明


